
(57)【要約】

【目的】本発明は建築、構築物の外装構造として使用で

き、かつ、特に施工性と防水性を向上できる外装構造に

関するものである。

【構成】上端部に雌型連結部１３、下端部に雄型連結部

９を形成して引っ掛け構造に形成した長尺状の外装材Ａ

を用いた外装構造において、雄型連結部９の差込縁７の

左右端部を一定間隔で切り欠いて切り欠き１５を形成す

ると共に、化粧面４の左右端部を下方に垂下して防水片

１４を形成した外装材Ａと、外装材Ａ間の目地部γ裏面

に敷目板Ｄを形成した外装構造である。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
上 端 部 に 雌 型 連 結 部 、 下 端 部 に 雄 型 連 結 部 を 形 成 し て 引 っ 掛 け 構 造 に 形 成 し た 長 尺 状 の 外
装 材 を 用 い た 外 装 構 造 に お い て 、 雄 型 連 結 部 の 差 込 縁 の 左 右 端 部 を 一 定 間 隔 で 切 り 欠 い て
切 り 欠 き を 形 成 し す る と 共 に 、 化 粧 面 の 左 右 端 部 を 下 方 に 垂 下 し て 防 水 片 を 形 成 し た 外 装
材 と 、 該 外 装 材 間 の 目 地 部 裏 面 に 敷 目 板 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 外 装 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 建 築 、 構 築 物 の 外 装 構 造 と し て 使 用 で き 、 か つ 、 特 に 施 工 性 と 防 水 性 を 向 上 で
き る 外 装 構 造 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 屋 根 材 等 か ら な る 外 装 構 造 は 、 左 右 端 部 に 連 結 構 造 を 形 成 し 、 引 っ 掛 け た り 、 差
し 込 ん だ り し て 左 右 端 部 を 連 結 す る 構 造 が 一 般 的 で あ っ た 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ～ ３ 参
照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ３ ０ ６ ５ ４ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ２ ７ １ １ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ８ ６ ５ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ は 引 っ 掛 け 式 、 特 許 文 献 ２ 、 ３ は 差 し 込 み 式 で あ る が 、 左 右
端 部 の 成 形 が 難 し く 、 加 工 コ ス ト の ア ッ プ 、 成 形 に よ る 金 属 材 の 劣 化 、 劣 化 に よ る 錆 の 発
生 、 等 の 問 題 が 生 じ る 恐 れ が あ っ た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は こ の よ う な 欠 点 を 除 去 す る た め に 、 上 端 部 に 雌 型 連 結 部 、 下 端 部 に 雄 型 連 結 部
を 形 成 し て 引 っ 掛 け 構 造 に 形 成 し た 長 尺 状 の 外 装 材 を 用 い た 外 装 構 造 に お い て 、 雄 型 連 結
部 の 差 込 縁 の 左 右 端 部 を 一 定 間 隔 で 切 り 欠 い て 切 り 欠 き 部 を 形 成 す る と 共 に 、 化 粧 面 の 左
右 端 部 を 下 方 に 垂 下 し て 防 水 片 を 形 成 し た 外 装 材 と 、 外 装 材 間 の 目 地 部 裏 面 に 敷 目 板 を 形
成 し た 外 装 構 造 を 提 案 す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る 外 装 構 造 に よ れ ば 、 （ １ ） 加 工 工 程 の 低 減 に よ る コ ス ト ダ ウ ン が 図 ら れ る
。 （ ２ ） 施 工 期 間 の 低 減 に よ る 施 工 コ ス ト ダ ウ ン が 図 ら れ る 。 （ ３ ） 成 型 の 簡 素 化 に よ る
劣 化 の 防 止 が 図 ら れ る 。 （ ４ ） 防 水 性 の 向 上 が 図 ら れ る 。 等 の 特 徴 、 効 果 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 下 に 図 面 を 用 い て 本 発 明 に 係 る 外 装 構 造 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ （ ａ ） 、 （ ｂ
） は 金 属 製 外 装 材 Ｂ と 裏 打 材 Ｃ よ り な る 外 装 材 Ａ の 施 工 状 態 を 示 す 説 明 図 、 図 ２ （ ａ ） 、
（ ｂ ） 、 図 ３ （ ａ ） ～ （ ｄ ） は 外 装 材 Ａ の 代 表 的 一 例 を 示 す 説 明 図 、 図 ４ （ ａ ） 、 （ ｂ ）
は 敷 目 板 Ｄ と そ の 施 工 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。 図 中 、 α は 屋 根 下 地 、 β は 釘 等 の 固 定 具
を 示 し て い る 。 な お 、 図 ３ （ ａ ） ～ （ ｄ ） は 図 ２ （ ｂ ） の ａ － ａ 部 端 面 図 、 ｂ － ｂ 部 端 面
図 、 ｃ － ｃ 部 端 面 図 、 ｄ － ｄ 部 端 面 図 で あ る 。 な お 、 図 で は 外 装 材 Ａ と し て 屋 根 材 の 一 例
を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 屋 根 下 地 α は 、 新 築 の 際 は 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に 垂 木 １ 、 野 地 板 ２ 、 防 水 シ ー ト ３ （
二 点 鎖 線 で 示 す ） か ら 構 成 し た 木 造 下 地 を 示 し た も の で あ る 。 す な わ ち 、 垂 木 １ 上 に 野 地

10

20

30

40

50

(2) JP 2007-170102 A 2007.7.5



板 ２ を 敷 設 し 、 野 地 板 ２ 上 に 防 水 シ ー ト ３ を 配 設 し た 一 般 的 な 構 造 の 屋 根 下 地 α で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 屋 根 下 地 α と し て Ｈ 形 鋼 、 Ｉ 形 鋼 、 ミ ゾ 形 鋼 、 軽 量 ミ ゾ 形 鋼 、 リ ッ プ 溝 形 鋼 、 等
辺 山 形 鋼 、 不 等 辺 山 形 鋼 、 角 形 鋼 （ 角 パ イ プ ） 、 円 形 鋼 （ 円 形 パ イ プ ） 、 等 を 使 用 し た 鉄
骨 下 地 で も 良 い も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 既 存 の 屋 根 を そ の ま ま 改 修 す る 屋 根 の 際 に は 、 こ れ ら 屋 根 下 地 α 上 に ス レ ー ト 屋 根 、 新
生 瓦 屋 根 、 瓦 屋 根 、 瓦 棒 屋 根 、 金 属 製 横 葺 き 屋 根 、 等 の 既 存 屋 根 （ 図 示 せ ず ） が 形 成 さ れ
た 既 存 屋 根 構 造 が 屋 根 下 地 α と な る も の で あ る 。 勿 論 、 外 装 材 Ａ と し て は ス レ ー ト 屋 根 、
新 生 瓦 屋 根 、 瓦 屋 根 、 瓦 棒 屋 根 、 金 属 製 横 葺 き 屋 根 、 等 の 外 装 材 Ａ で 形 成 す る こ と が で き
る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 金 属 製 外 装 材 Ｂ は 、 例 え ば 金 属 板 （ カ ラ ー 鋼 板 、 銅 板 、 ア ル ミ ニ ウ ム 板 、 チ タ ン 板 、 ス
テ ン レ ス 板 、 サ ン ド イ ッ チ 鋼 板 、 ク ラ ッ ド 鋼 板 等 ） 等 を ロ ー ル 成 形 、 プ レ ス 成 形 、 押 出 成
形 、 等 に よ っ て 形 成 し た も の で あ る 。 勿 論 、 外 装 材 Ａ の 表 面 材 と し て 、 金 属 製 外 装 材 Ｂ の
代 わ り に 窯 業 系 素 材 、 も し く は 合 成 樹 脂 材 （ プ ラ ス チ ッ ク ） 、 等 で 形 成 し て も よ い も の で
あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 説 明 す る と 、 金 属 製 外 装 材 Ｂ は 長 尺 板 状 で あ り 、 そ の 幅 方 向 一 側 縁 を 化 粧 面 ４ の
下 側 、 す な わ ち 、 裏 面 ５ 側 に 略 コ 字 状 に 屈 曲 し て 段 差 化 粧 面 ６ と 差 込 縁 ７ と を 形 成 し た 雄
型 連 結 部 ９ と し た も の で 、 化 粧 面 ４ と 段 差 化 粧 面 ６ と 差 込 縁 ７ と か ら 略 コ 字 状 の 引 っ 掛 け
溝 ８ を 形 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 化 粧 面 ４ の 他 端 に は 化 粧 面 ４ の 上 側 に 屈 曲 し て 断 面 略 Ｕ 字 状 に 形 成 し た 前 記 差 込
縁 ７ と 嵌 合 す る 嵌 合 溝 １ ０ と 、 嵌 合 溝 １ ０ の 先 端 を コ 字 状 に 折 り 返 し た 嵌 合 縁 １ １ と 、 嵌
合 縁 １ １ の 先 端 を 下 方 に 屈 曲 す る と 共 に 化 粧 面 ４ と 略 平 行 で 外 方 に Ｌ 字 状 に 屈 曲 し て 延 長
し た 固 定 片 １ ２ を 形 成 し た 雌 型 連 結 部 １ ３ を 形 成 し た も の で あ る 。 ま た 、 化 粧 面 ４ の 端 部
を 下 方 に 屈 曲 し て 、 図 ２ （ ｄ ） に 示 す よ う な 防 水 片 １ ４ を 形 成 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 、 金 属 製 外 装 材 Ｂ の 左 右 端 部 に は 、 差 込 縁 ７ を 切 り 欠 い て 切 り 欠 き １ ５ を 形 成 す
る も の で あ る 。 切 り 欠 き １ ５ は 図 ２ （ ａ ） 、 （ ｂ ） 、 図 ３ （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 す よ う に 形
成 し 、 図 １ （ ｂ ） 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 連 結 し た 際 に 、 差 込 縁 ７ が 邪 魔 に な っ て 図 ４
（ ａ ） に 示 す よ う な 敷 目 板 Ｄ を 介 し て 下 段 の 外 装 材 Ａ 上 に 、 ス ム ー ズ に 雨 水 が 排 水 さ れ な
い こ と が 無 い よ う に 形 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 裏 打 材 Ｃ は 防 水 材 、 断 熱 材 、 吸 音 材 、 緩 衝 材 、 防 火 材 、 結 露 防 止 材 、 等 と し て 機 能 す る
も の で あ り 、 不 織 布 、 合 成 樹 脂 製 発 泡 シ ー ト （ 例 え ば 架 橋 化 発 泡 ポ リ エ チ レ ン シ ー ト ） 、
等 ） 、 ロ ッ ク ウ ー ル 、 テ ッ ク ス （ 軟 質 繊 維 板 ） 、 ゴ ム シ ー ト 、 樹 脂 シ ー ト 、 等 、 あ る い は
こ れ ら に 遮 音 材 、 耐 火 材 等 を 含 浸 、 含 有 、 混 合 、 積 層 （ 一 層 、 あ る い は 複 数 層 ） 、 サ ン ド
イ ッ チ 、 等 し た も の を 使 用 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 特 に 不 織 布 は 、 縦 糸 と 横 糸 を 交 差 さ せ て 繊 維 か ら 織 物 に す る 従 来 の 方 法 と 異 な り 、 各 種
の 繊 維 を 接 着 剤 等 で 結 合 し た 不 織 布 等 で あ る 。 こ の 不 織 布 は ま ず 繊 維 が 平 行 に 交 差 す る か
、 ま た 無 秩 序 に 配 列 さ れ た 薄 い フ ェ ル ト 状 の も の を 接 着 剤 で 結 合 さ せ る か 、 ま た は 主 体 と
な る 繊 維 状 態 の 中 に 別 の 熱 可 塑 性 繊 維 を 混 在 さ せ て 、 加 熱 お よ び 加 圧 し て 溶 融 し 相 互 に 結
合 さ せ た り し て 作 ら れ た も の で あ る 。 勿 論 、 素 材 自 体 に 防 水 性 の 無 い も の に は 、 樹 脂 材 を
コ ー テ ィ ン グ 、 あ る い は 撥 水 剤 、 防 水 コ ー テ ィ ン グ 剤 、 等 で 防 水 機 能 を 片 面 あ る い は 両 面
に 付 加 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 敷 目 板 Ｄ は 図 ４ （ ａ ） 、 （ ｂ ） に 示 す よ う な も の で 、 溝 １ ６ 、 上 片 １ ７ 、 側 片 １ ８ よ り
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な る も の で あ る 。 素 材 は 金 属 製 板 材 、 プ ラ ス チ ッ ク 材 、 等 よ り な り 、 例 え ば 金 属 製 板 材 を
プ レ ス 成 形 し て 形 成 し た 短 尺 材 で あ る 。 敷 目 板 Ｄ は 図 １ （ ｂ ） 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に
施 工 さ れ 、 目 地 部 か ら 雨 水 が 浸 入 す る の を 防 止 す る た め の も の で あ る 。 な お 、 図 １ （ ｂ ）
、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 敷 目 板 Ｄ の 上 片 １ ７ 、 側 片 １ ８ は 外 装 材 Ａ の 裏 打 材 Ｃ に 食 い
込 む よ う に 当 接 し て 形 成 さ れ 、 防 水 性 を 発 揮 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ こ で 寸 法 関 係 に つ い て 簡 単 に 説 明 す る 。 外 装 材 Ａ の 幅 を Ｘ 、 切 り 欠 き １ ５ の 幅 を ｈ 、
敷 目 板 Ｄ の 幅 を Ｙ 、 溝 １ ６ の 幅 を Ｈ 、 目 地 部 γ の 幅 を Ｔ と す る と 、 Ｔ ≧ ０ 、 Ｈ ≒ ２ ｈ ＋ Ｔ
、 Ｘ ≦ Ｙ の 関 係 が 望 ま し い も の で あ る 。 な お 、 Ｈ ＝ ２ ｈ ＋ Ｔ ＋ （ － ５ ｍ ｍ ～ ＋ ５ ｍ ｍ 位 ）
の 範 囲 で 、 Ｈ ＝ １ ５ ｍ ｍ ～ ６ ０ ｍ ｍ 位 が 好 ま し い も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 本 発 明 に 係 る 外 装 構 造 の 施 工 方 法 に つ い て 簡 単 に 説 明 す る 。 ま ず 、 上 下 の 連 結 は
、 第 ｎ 段 目 を 形 成 す る 図 ２ （ ａ ） 、 （ ｂ ） に 示 す よ う な 外 装 材 Ａ の 雄 型 連 結 部 ９ が 、 図 １
（ ａ ） に 示 す よ う に 、 第 ｎ － １ 段 目 の 外 装 材 Ａ の 固 定 さ れ た 雌 型 連 結 部 １ ３ に 引 っ 掛 け て
固 定 さ れ る 。 こ の 工 程 を 、 軒 か ら 棟 に 向 か っ て 順 次 施 工 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
左 右 の 連 結 は 、 図 １ （ ｂ ） 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 外 装 材 Ａ の 左 右 端 部 と 、 外 装 材 Ａ
の 切 り 欠 き １ ５ 部 分 を 、 目 地 部 γ の 裏 面 に 形 成 し た 敷 目 板 Ｄ 上 に 載 置 す る よ う に 形 成 し 、
目 地 部 部 分 を 構 成 す る も の で あ る 。 勿 論 、 上 段 の 外 装 材 Ａ の 目 地 部 γ は 、 下 段 の 外 装 材 Ａ
の 長 さ の 中 央 部 分 に 来 る よ う に 形 成 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ の よ う に 形 成 す る こ と に よ り 、 目 地 部 γ に 浸 入 し た 雨 水 が 、 敷 目 板 Ｄ の 溝 １ ６ を ス ム ー
ズ に 流 下 し 、 外 装 材 Ａ の 上 下 連 結 部 と 目 地 部 γ の 交 差 部 分 に 置 い て 、 切 り 欠 き １ ５ の 形 成
に よ り 、 雨 水 の 流 下 を 阻 止 せ ず に 下 段 の 外 装 材 Ａ の 化 粧 面 ４ 上 に 雨 水 を 流 す こ と が 出 来 る
た め に 、 防 水 性 が 向 上 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 上 説 明 し た の は 本 発 明 に 係 る 外 装 構 造 の 一 実 施 例 に す ぎ ず 、 図 ５ （ ａ ） ～ （ ｃ ） ～ 図
１ ３ （ ａ ） 、 （ ｂ ） に 示 す よ う に 形 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 す な わ ち 、 図 ５ （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 外 装 材 Ａ の そ の 他 の 実 施 例 を 示 す 説 明 図 で あ り 、 差 込
縁 ７ を 長 く 形 成 す る こ と に よ り 、 図 ６ に 示 す よ う に 幅 ｔ の 空 間 が 形 成 さ れ 、 雨 水 の 流 れ を
ス ム ー ズ に し た 外 装 材 Ａ で あ る 。 ま た 、 図 ７ （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 合 成 樹 脂 発 泡 体 等 の 断 熱 材
で 裏 打 材 Ｃ を 形 成 し 、 主 に 断 熱 性 ・ 防 音 性 、 等 を 向 上 し た 外 装 材 Ａ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ８ （ ａ ） ～ （ ｌ ） ～ 図 １ ３ （ ａ ） 、 （ ｂ ） は 敷 目 板 Ｄ の そ の 他 の 実 施 例 を 示 す 端 面 図
で あ り 、 溝 １ ６ 、 上 片 １ ７ 、 側 片 １ ８ を そ れ ぞ れ 変 形 し 、 防 水 性 、 気 密 性 、 等 を 強 化 し た
も の で あ る 。 な お 、 Ｐ は 防 水 性 、 気 密 性 を 向 上 す る た め に 形 成 し た パ ッ キ ン グ 材 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 外 装 構 造 の 代 表 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 外 装 構 造 の 代 表 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る 外 装 構 造 の 施 工 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る 外 装 構 造 の 施 工 に 使 用 す る 敷 目 板 と 、 そ の 施 工 状 態 を 示 す 説 明 図 で
あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 る 外 装 構 造 の そ の 他 の 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に 係 る 外 装 構 造 の そ の 他 の 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に 係 る 外 装 構 造 の そ の 他 の 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 に 係 る 外 装 構 造 の そ の 他 の 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 に 係 る 外 装 構 造 の そ の 他 の 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 に 係 る 外 装 構 造 の そ の 他 の 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
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【 図 １ １ 】 本 発 明 に 係 る 外 装 構 造 の そ の 他 の 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 に 係 る 外 装 構 造 の そ の 他 の 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 に 係 る 外 装 構 造 の そ の 他 の 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 α 　 屋 根 下 地
　 β 　 固 定 具
　 γ 　 目 地 部
　 Ａ 　 外 装 材
　 Ｂ 　 金 属 製 外 装 材
　 Ｃ 　 裏 打 材
　 Ｄ 　 敷 目 板
　 Ｐ 　 パ ッ キ ン グ 材
　 １ 　 垂 木
　 ２ 　 野 地 板
　 ３ 　 防 水 シ ー ト
　 ４ 　 化 粧 面
　 ５ 　 裏 面
　 ６ 　 段 差 化 粧 面
　 ７ 　 差 込 縁
　 ８ 　 引 っ 掛 け 溝
　 ９ 　 雄 型 連 結 部
　 １ ０ 　 嵌 合 溝
　 １ １ 　 嵌 合 縁
　 １ ２ 　 固 定 片
　 １ ３ 　 雌 型 連 結 部
　 １ ４ 　 防 水 片
　 １ ５ 　 切 り 欠 き
　 １ ６ 　 溝
　 １ ７ 　 上 片
　 １ ８ 　 側 片
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】
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